
   
 

令和３年３月２５日 

北陸地方整備局 

港湾空港部 

 

2030年頃を見据えた北陸港湾のあり方を取りまとめました 
～『北陸港湾ビジョン「日本海北前船構想 2030」』を策定～ 

 

北陸地方整備局は、令和２年６月に「北陸港湾ビジョン検討委員会（座長：柳井雅也東

北学院大学教授）」を設置し、2030年頃を見据えた北陸における中長期的な港湾のあり方

について議論を進めてきました。 

今般策定した「北陸港湾ビジョン」では、検討会での議論等を踏まえ、広域交流拠点の

形成と日本海・太平洋２面活用方国土の実現を目指す「日本海北前船構想2030」を提唱し、

物流、産業、防災、維持管理、観光の観点から取組の方向性及び具体的な推進策を提示し

ています。 

江戸から明治期にかけて、北前船が各地域を社会・経済的に繋ぎ、地域の繁栄や文化の形成、

持続可能な社会づくりに貢献していたように、本ビジョンを基に関係者と連携・協力して各施策

を推進し、引き続き、持続可能な社会づくりに貢献して参ります。 

 

＜公表資料＞ 

 ・北陸港湾ビジョン ～日本海北前船構想 2030～（概要版） 

 ・北陸港湾ビジョン ～日本海北前船構想 2030～（本文） 

 ・北陸港湾ビジョン ～日本海北前船構想 2030～（参考資料集） 

  ※上記資料は、北陸地方整備局港湾空港部ホームページに掲載しております。 

[URL： https://www.pa.hrr.mlit.go.jp/kouwanshinkou/hokuriku-vision/] 

 

 

 

北陸地方整備局は、社会経済情勢の変化や北陸港湾の現状を踏まえ、2030 年頃の将来を見据

えた北陸港湾の目指すべき姿や推進策を、「北陸港湾ビジョン」として取りまとめました。 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 北陸地方整備局 港湾空港部 

計画企画官 谷上  

クルーズ振興・港湾物流企画室 

         室長    樋口 

         課長補佐  髙原 

TEL：025-370-6706（直通） 

FAX：025-280-8783 
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